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Abstract
The Raman, infrared and NMR spectra of C2H5-X-X-C2H5 (X=O, S, Se, Te)
were measured in order to study the molecular structures. The vibrational spectra of
these substances are very simple and can be interpreted on the basis of a non-rigid D3d
symmetry with rotating CH2 group. This is also strongly supported by NMR spectra.
概要
ジエチルジカルコゲナイドC2H5-X-X-C2H5 (X-O, S, SeTe)の一部および類似化合物
の構造はすでに研究されている。類似化合物のC3H7-0-0-CaH^やCF3-0-0-0-CFa2-*^が
直線構造であると報告されているが,他はすべて折線構造であると報告されている3~13)。一方,
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とは，回転異性体は分子内回転が制限されるから存在しうるのであって，回転速度の如何にか
xわらず分子内回転が起これば，回転異性体は存在し得ないはずである。振動スペクトルの場
合と同様に直線形構造を考えれば，：NMRスペクトルも矛盾なく説明できる。
結 論
　C2H5－X－X－C2H5（X＝O，S，Se，Te）タイプ分子は，これまでの研究では折線形の分子と考え
られていたが，今回の振動スペクトルおよびNMRスペクトルの測定により，すべて直線形で
あることが分った。また回転異性体の存在と，分子内回転によってはじめて説明できるNMR
スペクトルとの間の矛盾は上に述べたが，仮りに回転異性体が存在するとして，D3d構造も回
転異性体の一つであり，しかもエネルギー的に最も可能性の高い分子種を，回転異性体から除
外するのは奇異である。
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